
『
居
家
必
用
事
類
全
集
』（
以
下
『
居
家

必
用
』）
に
は
、
油
を
混
入
す
る
索
麺

そ
う
め
ん

と
、

油
不
入
の
索
麺
の
二
通
り
の
索
麺
が
あ

っ
た
。
油
混
入
法
に
よ
る
索
麺
は
、
油

を
抜
く
た
め
に
乾
燥
と
い
う
過
程
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
作
業
を
経
過
す
る

こ
と
で
、保
存
食
と
し
て
有
効
と
な
る
。

素
麺

そ
う
め
ん

の
初
見
記
録
に
『
師
守
記

も
ろ
も
り
き

』

（
中
原
師
守

も
ろ
も
り

著
）
の
「
麦
麺
」
を
挙
げ
た

が
、
こ
の
素
麺
を
持
ち
運
ぶ
者
が
山
伏

で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
醍
醐
寺
僧
な

ど
と
僧
侶
が
素
麺
を
持
ち
歩
く
姿
が
目

立
つ
。
饂
飩

う
ど
ん

の
初
見
記
録
に
挙
げ
た
僧

兵
の
円
識
房
快
賢
は
「
サ
ウ
メ
ム
一
折

敷
」
を
褒
美
に
も
ら
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
法
隆
寺
の
記
録
で
あ
る
。素
麺
は
、

禅
林
か
ら
各
宗
派
の
僧
侶
た
ち
に
い
ち

早
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
保
存
食
と

し
て
の
効
用
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

保
存
が
き
き
持
ち
運
び
も
自
由
、
そ

の
う
え
美
し
く
美
味
で
渡
来
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
麺
類
の
中
で
索
麺
（
素
麺
）

が
最
も
早
く
商
業
活
動
と
結
び
つ
き
、

普
及
珍
重
さ
れ
た
麺
な
の
で
あ
る
。

京
都
祇
園
社
（
八
坂
神
社
）
の
所
領

の
丹
波
・
波
波
伯
部
保

は

は

か

べ

ほ

（
現
多
紀
郡
城

東
町
）
で
も
素
麺
が
作
ら
れ
て
い
る
。

『
祇
園
執
行
日
記

ぎ
お
ん
し
ゆ
ぎ
ょ
う
に
っ
き

』

（
一
三
四
三
年
〈
康
永
二
〉
七
月
七
日
条
）

「
一
、
丹
波
よ
り
素
麺
公
事
免
除
の

間
、
一
両
年
、
上
さ
ず
。
よ
っ
て
素

麺
の
儀
こ
れ
を
沙
汰
す
。
坊
人
・
宮

仕
等
少
々
来
る
」

こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
八
坂
神
社
で

は
こ
の
年
以
前
か
ら
、
七
夕
行
事
に
使

う
素
麺
を
公
事
と
し
て
丹
波
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
慣
わ
し
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以

前
か
ら
素
麺
は
丹
波
で
作
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

一
三
四
〇
年
（
暦
応
三
）、
索
麺
の
初

見
記
録
に
挙
げ
た
時
は
「
麦
麺
」
あ
る

い
は
「
華
麺
」
と
し
か
書
け
な
か
っ
た

中
原
師
守
も
、
九
年
後
に
は
素
麺
製
造

に
着
手
し
て
い
る
。

『
師
守
記
』

（
一
三
四
九
年
〈
貞
和
五
〉
七
月
七
日
条
）

「
今
日
は
節
供
、こ
の
行
事
の
み
有
る
。

家
で
は
御
粟
薗
の
素
麺
を
供
え
る
」

御
粟
薗

み
あ
わ
の
そ
の

は
天
皇
の
所
領
で
あ
り
、
師

守
の
兄
・
師
茂

も
ろ
し
げ

が
宮
中
の
大
炊
寮
頭

お
お
い
り
ょ
う
の
か
み

と

し
て
こ
の
地
を
管
理
し
て
い
た
。
師
守

は
兄
を
補
佐
し
な
が
ら
、
素
麺
製
造
に

着
手
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
御
粟
薗
が
山
城
国
綴
喜
郡

つ
づ
き
ぐ
ん

に
在

り
、
前
回
「
弱
小
農
民
の
自
立
」
で
触

れ
た
多
賀
神
社
も
綴
喜
郡
に
あ
る
。
偶

然
と
は
思
え
ぬ
小
麦
栽
培
と
素
麺
製
造

所
の
一
致
で
あ
る
。

こ
う
し
た
素
麺
製
造
所
は
、
鎌
倉
中

期
以
後
、
各
地
に
作
ら
れ
て
い
た
と
考

え
る
。
こ
こ
で
作
ら
れ
た
素
麺
は
、
消

費
地
で
あ
る
京
都
に
持
ち
込
ま
れ
、
ふ

り
売
り
す
る
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
販

売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
三
七
五
年
（
永
和
元
）、
後
円
融
天
皇

は
蔵
人
頭

く
ら
う
ど
の
か
み

・
中
御
門
宣
方

な
か
み
か
ど
の
ぶ
か
た

に
、
素
麺

供
御
人

く

ご

に

ん

の
支
配
権
を
与
え
、
課
役
を
賦

課
す
る
権
限
を
認
め
て
い
る
。

『
東
山
御
文
庫
記
録
　
甲
六
十
八
』

「
素
麺
供
御
人
課
役
、
可
令
管
領
之
由

天
気
候
也
　
仍
上
啓
如
件

永
和
元
年
八
月
二
十
八
日
　
　
　
　

右
小
弁
　
判

謹
上
　
頭
左
中
弁
」

こ
の
文
書
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の

時
期
に
は
、
京
都
の
街
中
に
は
素
麺
を

ふ
り
売
り
す
る
者
た
ち
が
多
数
存
在
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
ふ
り
売
り
す
る
者
た
ち
の

難
儀
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
存
在
す
る

関
所
で
あ
っ
た
。
こ
こ
を
通
行
す
る
た

び
に
通
行
税
を
取
ら
れ
、
市
場
に
持
ち

込
め
ば
市
場
銭
も
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
公
家
の
中
御
門
宣
方
は
、

麺
類
史
論
の
岐
路

寺
方
蕎
麦
…
…
銀
座
長
浦
　
当
主

商
業
活
動
を
担
う
素
麺（
索
麺
）

伊藤　汎
（いとう　ひろし）

1938年　東京向島に生まれる
1963年　慶応義塾大学商学部卒業
現在、寺方そば「長浦」の二代目当主。
「寺方そば」とは、尾張一宮の妙興
寺に伝わる覚書をもとに復元した
そば料理のことである。
著書に、『つるつる物語』（築地書
館刊）がある。
先代の収集した全国各地の名刹に
残されている史料や日記等から、
近世日本の「食」のあり様を研究。
本業のかたわら、その事実解明を
ライフワークとしている。
愛知県妙興寺に三笠宮様がご臨席
された際に、自らが練った妙興寺
そばを献上した経験がある。

麺
類
で
は
じ
ま
る
わ
が
国
の
粉
食
史
（四）



こ
れ
に
目
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
彼
ら

を
集
め
、
素
麺
供
御
人
で
あ
る
身
分
証

明
書
（
木
札
、
短
冊
）
を
与
え
、
通
行
の

自
由
権
を
与
え
た
。
そ
の
代
償
に
彼
ら
か

ら
課
役
金
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。

供
御
人

く

ご

に

ん

と
は
、
律
令
体
制
下
で
は
、

品
部

と

も

べ

と
も
雑
供
戸

ざ

っ

く

こ

と
も
呼
ば
れ
、
天
皇

の
供
御
（
食
事
）
の
特
殊
な
食
事
材
料
、

魚
鳥
貝
類
な
ど
を
献
上
す
る
義
務
を

負
っ
た
人
々
で
、
一
般
農
民
の
負
担
す

る
調

ち
ょ
う
（
祖
税
）
や
雑
徭

ぞ
う
よ
う

（
労
役
）
な
ど

の
課
役
が
免
除
さ
れ
、
通
行
の
自
由
権

も
与
え
ら
れ
て
い
た
。
中
御
門
宣
方
は

こ
の
特
権
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
中
御
門
宣
方
の
販
売
独
占
権
は

驚
く
な
か
れ
、
二
〇
一
年
間
の
長
期
間

に
亘
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
宣
教
卿
記
』（
中
御
門
宣
教

の
ぶ
の
り

）

「
奈
良
索
麺
ふ
り
売
り
の

事
、
孫
四
郎
種
々
懇
望

申
す
間
、
こ
の
十
五
日

ま
で
は
お
う
し
や
う
申

し
候
ふ
。

天
正
四
・
七
・
一

中
御
門
家
雑
掌

久
家
花
押
」

か
ね
て
か
ら
奈
良
の
素

麺
売
り
の
孫
四
郎
は
、
京

の
街
で
素
麺
を
売
ら
せ
て

ほ
し
い
と
中
御
門
家
に
懇

願
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

中
御
門
宣
方
の
子
孫
の
宣

教
は
こ
の
素
麺
販
売
独
占
権

を
放
棄
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

奈
良
の
素
麺
座
を
束
ね
る
興
福
寺
の

圧
力
に
よ
る
も
の
か
、
安
土
城
に
移
り

住
ん
で
い
た
織
田
信
長
の
楽
市
楽
座
方

針
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て

も
中
御
門
宣
教
は
こ
の
素
麺
販
売
独
占
権

を
放
棄
し
た

の
で
あ
る
。

栄
西
、
道

元
が
禅
宗
教

義
を
実
践
す

る
た
め
に
無

意
識
に
導
入

し
た
粉
食
は
、
南
北
朝
時
代
（
一
三
三
一
〜

九
二
年
）、
素
麺
製
造
と
い
う
産
業
を
引

き
起
こ
し
、
こ
れ
を
販
売
す
る
商
人
を

も
生
み
出
し
、
文
化
と
し
て
着
実
に
成

長
し
深
み
を
増
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
三
七
八
年（
永
和
四
）
に
「
花
の
御
所
」

と
呼
ば
れ
る
広
大
華
麗
な
「
室
町
第
」

を
構
え
た
足
利
三
代
将
軍
義
満
は
、
南

北
朝
に
分
か
れ
て
紛
争
を
く
り
か
え
す

朝
廷
を
統
一
す
る
た
め
に
、
臨
済
宗
の

夢
想
礎
石
を
介
在
さ
せ
て
こ
の
問
題
を

解
決
し
て
い
る
。
権
力
と
結
び
つ
い
た

禅
宗
は
さ
ら
な
る
発
展
普
及
を
見
せ

た
。
義
満
は
、
こ
の
臨
済
宗
禅
院
の
力

を
統
御
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
五
山
・

十
刹

じ
っ
せ
つ

・
諸
山
」の
三
段
階
の
位
を
定
め
、

こ
れ
ら
寺
院
を
管
理
統
括
す
る
僧
禄
司

そ
う
ろ
く
ず

を
置
い
た
。
僧
禄
司
に
、
こ
れ
ら
寺
院

住
持
の
任
免
権
、
僧
階
決
定
権
、
寺
領

の
与
奪
権
を
与
え
、僧
禄
司
を
介
し
て
、

間
接
的
な
禅
院
管
理
統
制
組
織
を
作
り

上
げ
た
の
で
あ
る
。

夢
想
礎
石
の
弟
子
で
あ
り
、
義
満
の

戒
師

か
い
し

と
な
っ
た
春
屋
妙
葩

し
ゅ
ん
お
く
み
ょ
う
は

を
初
代
僧
禄

司
に
任
命
し
、
花
の
御
所
に
隣
接
す
る

相
国
寺
住
持
と
し
、
鹿
苑
院

ろ
く
お
ん
い
ん

に
住
ま
わ

せ
、
副
僧
禄
司
を
鹿
苑
院
内
の
蔭
凉
軒

お
ん
り
ょ
う
け
ん

主
に
命
じ
た
。

こ
の
僧
禄
正
副
司
歴
代
の
院
主
、
軒

主
が
、
日
々
の
記
録
を
書
き
続
け
て
い

た
。
後
に
『
鹿
苑
日
録
』、『
蔭
凉
軒
日

録
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』
は
、
一
四
三
五
年
（
永
享
七
）

か
ら
六
六
年
（
文
正
元
）
ま
で
を
季
瓊
真
蘂

き
け
い
し
ん
ず
い

、

一
四
八
四
年
（
文
明
十
六
）
か
ら
九
三
年

（
明
応
二
）
ま
で
を
亀
泉
集
証

き
せ
ん
し
ゅ
う
し
ょ
う

が
筆
録
し

て
い
る
。

『
鹿
苑
日
録
』
は
、
一
四
八
七
年
（
長

享
元
）
か
ら
一
六
五
一
年
（
慶
安
四
）
に
お

よ
び
、
歴
代
鹿
苑
院
主
の
日
記
を
編
纂

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
記
録
は
幕

府
の
管
理
下
に
あ
る
た
め
、
公
用
性
を

帯
び
た
日
記
と
も
い
え
る
。
蔭
凉
軒
お

よ
び
鹿
苑
院
に
は
訪
問
客
も
多
く
、
僧

侶
の
会
席
も
頻
繁
に
あ
る
。
そ
の
席
に

出
さ
れ
る
「
斎と

き

」（
昼
食
）
と
「
点
心
」

（
間
食
）
に
、
中
国
渡
来
の
新
食
品
の

餅
麺

べ
い
め
ん

類
が
盛
ん
に
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
書
を
餅
麺
類
発
信
元
の
記
録

と
す
る
と
、
こ
れ
ら
餅
麺
類
の
情
報
を

禅
林
か
ら
庶
民
へ
と
伝
達
す
る
役
割
を

果
た
し
た
と
思
え
る
記
録
者
も
い
る
。

『
山
科
家
礼
記

や
ま
し
な
け
ら
い
き

』（
一
四
一
二
＿
九
二
年
）
を

書
き
続
け
た
大
沢
久
守
と
大
沢
重
胤

し
げ
た
ね

ら

で
あ
る
。

麺
類
記
録
の
宝
庫
、臨
済
宗
・
万
年
山
相
国
寺

炭売りや魚介売りが京の町中を行き交う姿。乾燥させた素麺もこのように行商人により売られていた
（中央公論社『日本絵巻大成26』 国立国会図書館所蔵）

公家の中御門宣方は素麺の行商人（ふりうり）へ、課役金を
代償に身分を証明する木札（上記のスケッチ）を与えた（『山
科家禮記第一』 八木書店所蔵）

楽市楽座は独占販売の禁止・課税免除策
などで、城下町の市場繁栄を図った
（写真提供：PPS）



山
科
家
は
中
世
以
降
、
家
名
の
地
と

な
っ
た
宇
治
郡
山
科
郷
を
所
領
と
し
、

供
御
人
を
統
括
し
、
毎
月
の
天
皇
へ
の

供
御
を
収
め
る
任
務
を
持
た
さ
れ
て
い

た
。
主
な
筆
録
者
の
二
人
は
山
科
家
の

雑
掌
と
し
て
実
務
に
携
わ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
を
介
し
て
庶
民
と
接
触
し
、

宮
中
、
禅
宗
寺
院
と
も
密
接
な
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
ま
著
者
が
書
き
続
け
て
い
る
こ
の

論
述
は
、第
三
者
の
麺
類
解
説
を
避
け
、

こ
う
し
た
日
記
を
主
軸
と
し
、
実
際
に

食
べ
た
、
見
た
、
聞
い
た
と
い
う
筆
録

者
自
身
の
生
の
記
録
か
ら
麺
類
の
歴
史

を
構
築
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で

あ
る
。

鎌
倉
時
代
中
期
、
道
元
が
「
餅
麺
等

類
」
と
記
述
し
た
以
後
の
麺
類
記
録
は

空
白
で
あ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
回

目
に
、
こ
の
空
白
を
了
誉
聖
冏

り
ょ
う
よ
し
ょ
う
げ
い

が
書
き

記
し
た
禅
宗
批
判
書
『
禅ぜ

ん

林り
ん

小こ

歌う
た

』

（
一
三
七
〇
年
頃
）
で
補
っ
た
。
彼
の

挙
げ
た
麺
類
の
内
、
索そ

う

麺め
ん

、
饂
飩

う

ど

ん

、

冷
麺

ひ
や
む
ぎ

が
引
き
伸
ば
し
法
に
よ
っ
て
作
ら

れ
る
麺
類
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
く
第
二

回
で
触
れ
、
切
断
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ

る
雑ざ

つ

麺め
ん

に
つ
い
て
も
述
べ
た
。そ
し
て
、

こ
れ
ら
麺
類
が
鎌
倉
時
代
の
禅
林
に
存

在
し
て
い
た
麺
類
で
あ
ろ
う
と
も
書

い
た
。

了
誉
聖
冏
の
麺
類
記
録
か
ら
ほ
ぼ
七

十
年
後
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
の
麺
類
記

録
と
の
出
会
い
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

了
誉
聖
冏
は
、
饅
頭
、
麺
類
を
禅
僧
み

ず
か
ら
が
作
っ
て
い
る
と
記
述
し
て
い

る
が
、
相
国
寺
内
に
も
饂
飩

う

ど

ん

と
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

製

造
所
が
存
在
し
、
水
車
動
力
に
よ
る
製

粉
所
も
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

冷
麺
は
雲
頂
院

う
ん
ち
ょ
う
い
ん

が
担
当
し
て
い
る
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

（
一
四
三
八
年
〈
永
享
十
〉
四
月
十
四
日
条
）

「
雲
頂
院
御
成
、
御
斎
、
冷
麺
自
今

日
始
調
之
」

（
一
四
六
三
年
〈
寛
正
四
〉
四
月
十
四
日
条
）

「
今
晨
於
雲
頂
院
　
始
調
冷
麺
也
。

蓋
恒
例
也
」

雲
頂
院

う
ん
ち
ょ
う
い
ん

で
は
毎
年
四
月
十
四
日
か
ら

暑
い
夏
に
向
か
い
、
冷
た
く
し
て
食
す

冷
麺

ひ
や
む
ぎ

を
製
造
し
始
め
て
い
る
。

そ
し
て
饂
飩
の
製
造
は
相
国
寺
雲う

ん

沢た
く

軒け
ん

が
担
当
し
て
い
る
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

（
一
四
三
九
年
〈
永
享
十
一
〉
八
月
二
十
二
日
条
）

「
雲
頂
院
御
成
、
毎
年
松
茸
之
御
成

也
。
雲
沢
軒
調
饂
飩
」

と
こ
ろ
が
、
索
麺
の
製
造
所
が
見
当

た
ら
な
い
。
索
麺
製
造
に
は
、
技
術
の

習
熟
と
、
広
い
場
所
を
必
要
と
す
る
。

す
で
に
各
地
で
素
麺
が
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
判
断
し
て
、索
麺
の
製
造
は
、

禅
林
か
ら
町
方
の
専
門
業
者
の
手
に
委

ね
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
製
粉
は
相
国
寺
内
の
水
車

で
行
わ
れ
て
い
る
。

一
四
二
五
年
（
応
永
三
十
二
）、
相
国
寺

が
大
火
災
と
な
っ
た
と
き
京
の
都
で
は

こ
ん
な
歌
が
歌
わ
れ
た
（
ル
ビ
引
用
者
）。

水
車

み
ず
く
る
ま

火
の
車
に
こ
そ
な
り
に
け
る

池
の
魚う

お

を
ば
ほ
し
う
を
に
し
て

一
三
八
二
年
（
永
徳
二
）、
三
代
将
軍

足
利
義
満
が
相
国
寺
を
建
立
し
た
と

き
、
す
で
に
こ
の
水
車
は
造
ら
れ
、
こ

れ
を
動
力
源
と
し
て
米
を
搗
き
、
小
麦

製
粉
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
製
粉
所
の
移
動
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

（
一
四
五
九
年
〈
長
禄
三
〉
五
月
二
十
二
日
条
）

「
当
寺
南
面
公
方
御
倉
、
被
移
于
上

御
所
、
則
如
元
水
車
可
造
立
」

相
国
寺
内
に
は
、
麺
類
を
日
常
食
と

す
る
に
足
る
態
勢
は
、
す
べ
て
整
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

了
誉
聖
冏

り
ょ
う
よ
し
ょ
う
げ
い

が
『
禅
林
小
歌
』
で
記
述

し
た
点
心
記
録
か
ら
七
十
年
後
の
『
蔭

凉
軒
日
録
』
は
、
公
用
性
を
帯
び
た
日

記
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
か
、
禅
僧

た
ち
の
日
常
食
と
し
て
の
麺
類
記
述
は

な
く
、
き
わ
め
て
堅
苦
し
い
形
式
、
定

式
化
し
た
麺
類
の
使
用
法
と
な
っ
て
い

る
。来

客
用
、
接
待
用
の
「
斎と

き

」（
昼
食
）

に
は
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

、「
点
心
」（
間
食
）
に
は

索
麺

そ
う
め
ん

で
あ
る
。

昼
食
の
斎
は
、

一
四
四
一
年
（
嘉
吉
元
）
六
月
五
日
条

「
御
斎
計
之
時
可
献
冷
麺
并

干
飯
之

由
被
仰
出
也
」

一
四
五
八
年
（
長
禄
二
）
三
月
二
十
四
日
条

「
蔭
凉
軒
御
成
、
御
斎
并

冷
麺
」

と
、
必
ず
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

が
使
わ
れ
る
。

寒
け
れ
ば
温
か
い
饂
飩

う
ど
ん

を
出
せ
ば
と

思
う
の
だ
が
こ
れ
を
し
な
い
。
斎
に
出

す
麺
は
冷
麺
、
と
前
例
を
崩
さ
な
い
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
客
の
ほ
う
か

ら
断
り
が
入
る
こ
と
に
な
る
。

一
四
三
五
年
（
永
享
七
）
八
月
七
日
条

「
鹿
苑
寺
御
成
。（
中
略
）。
凉
気
至
故
。

有
可
略
冷
麺
之
命
」

一
四
三
六
年
（
永
享
八
）
七
月
十
八
日
条

「
勝
定
院
御
成
。
御
斎
。
新
凉
入
郊

墟
之
故
。
冷
麺
可
略
之
由
被
命
」

寒
さ
が
き
つ
い
の
で
昼
食
の
際
の
冷

麺
は
取
り
や
め
て
ほ
し
い
と
、
客
の
方

が
要
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

点
心
も
同
様
で
あ
る
。

一
四
五
九
年
（
長
禄
三
）
正
月
二
十
五
日
条

「
御
点
心
之
様
子
。
一
番
集
香
湯
、

三
峰
膳
、
砂
糖
、
羊
羹
、
驢
腸
羹
、

饅
頭
、
索
麺
、
茶
子
七
種
、
御
茶
」

足
利
義
政
が
室
町
第
で
点
心
を
食
し

た
と
き
の
こ
の
形
式
が
典
型
で
、

集
香
湯

し
ゅ
う
こ
う
と
う

が
出
さ
れ
、
羹

あ
つ
も
のが
出
る
。
そ
し

て
饅
頭
、
索
麺
、
菓
子
、
抹
茶
と
な
る
。

相
国
寺
内
の
麺
類
の
様
相

製
麺
所
と
製
粉
所
を
備
え
る
相
国
寺



点
心
は
索
麺
、
こ
れ
以
外
の
麺
を
使
う

例
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』
中
に
、
ひ
ん
ぱ
ん

に
「
先
規
」「
前
例
」
と
い
う
記
述
が

で
る
。
前
例
が
絶
対
で
、
ま
さ
に
硬
直

し
た
状
態
な
の
で
あ
る
。
か
つ
て
了
誉

聖
冏
が
記
述
し
た
点
心
記
録
か
ら
受
け

た
躍
動
感
は
、
ま
る
で
失
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
堅
苦
し
い
点
心
や
斎
の
記

録
か
ら
開
放
さ
れ
、
ほ
っ
と
す
る
よ
う

に
蕎
麦
記
録
が
現
れ
る
。

一
四
三
八
年
（
永
享
十
）
十
月
十
二
日
条

「
松
茸
折
一
合
。
●
麦
折
一
合
、
賜

林
光
院
」

「
合
」
と
は
蓋
つ
き
の
折
の
こ
と
で
、

相
国
寺
内
の
林
光
院
よ
り
松
茸
一
折
と

○
麦
（
蕎
麦
）
一
折
を
蔭
凉
軒
主
が
頂

い
た
と
あ
る
。
こ
れ
が
蕎
麦
記
録
の
初

見
で
あ
る
。
了
誉
聖
冏
が
、
か
つ
て
三

雑
麺
と
記
述
し
た
雑
穀
で
作
る
麺
の
う

ち
の
蕎
麦
が
、
独
立
し
た
麺
と
し
て
登

場
す
る
。

蔭
凉
軒
軒
主
が
客
殿
に
お
い
て
「
五

度
入
り
」
の
土
器
の
「
間
物

あ
い
の
も
の
」
で
饂
飩

を
食
し
て
い
る
。

一
四
六
〇
年
（
長
禄
四
）
正
月
十
八
日
条

「
於
客
殿
間
物
饂
飩
有
之
」

杯
に
は
「
三
度
入
り
」「
五
度
入
り
」

「
七
度
入
り
」
と
大
き
く
な
る
。
こ
の

中
間
の
「
五
度
入
り
」
を
「
間
物
」
と

い
う
。
饂
飩
の
容
器
と
し
て
こ
れ
が
し

ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
お
か
し
な
饂
飩
記
録
も
現
れ
る
。

一
四
六
二
年
（
寛
正
三
）
一
月
十
八
日
条

「
蔭
凉
軒
御
成
。
間
物
。
優
曇
御
茶

子
。（
中
略
）。
優
曇
改
作
飩
●
」

『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
代
筆
者
が
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
蔭
凉
軒
主
が
お
出
で
に

な
り
間
物
で
饂
飩
を
召
し
上
が
っ
た
、

と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
代
筆
者
は

「
饂
飩
」
の
文
字
が
書
け
な
い
。「
優
飩
」

と
書
き
、
こ
れ
を
訂
正
す
る
と
し
な
が

ら
「
飩
○
」
と
い
う
お
か
し
な
文
字
を

書
い
て
い
る
。

季
瓊
真
蘂

き
け
い
し
ん
ず
い

は
す
で
に
正
確
に「
饂
飩
」

と
書
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
間
違
え
る

は
ず
は
な
い
。
代
筆
者
が
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
不
思
議
な
記
述
で
あ
る
。

饂
飩
の
製
造
所
と
し
て
の
雲
沢
軒
が

あ
り
な
が
ら
、
饂
飩
記
録
が
少
な
い
の
も

不
思
議
で
あ
る
。
六
代
将
軍
足
利
義
教

よ
し
の
り

か
ら
饂
飩
の
注
文
を
受
け
る
と
、
い
と

も
容
易
に
こ
れ
を
引
き
受
け
て
い
る
。

一
四
三
九
年
（
永
享
十
一
）
正
月
二
十
二
日
条

「
勝
定
院
御
成
。（
中
略
）。
来
二
十
五

日
御
斎
之
後
。
可
有
饂
飩
之
由
被
命
」

相
国
寺
内
で
は
、
斎
に
饂
飩
を
出
す

記
述
は
一
例
も
な
い
。
義
教

は
斎
に
饂
飩
を
所
望
し
て
い

る
。
規
則
や
前
例
に
硬
直
化

し
て
い
る
の
は
、
禅
林
特
有

の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
日
、
臨
済
宗
派
で
は
、

身
の
回
り
の
整
理
整
頓
の
日

を
「
四
・
九
日
」
と
い
っ
て
、

毎
月
、四
と
九
の
付
く
日
と
、

栄
西
の
命
日
前
夜
の

「
御
逮
夜

み

た

い

や

」
に
は
、
全
国
の

全
僧
侶
が
必
ず
饂
飩
を
食
す

と
い
う
慣
わ
し
が
継
続
し
て

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

公
用
と
い
う
『
蔭
凉
軒
日

録
』
の
も
つ
性
格
か
ら
の
制

約
が
麺
類
記
述
に
現
れ
て
い

る
、
と
そ
の
よ
う
に
理
解
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
硬
直
し
た
情
況
が
、
応
仁

の
大
乱
（
一
四
六
七
＿
七
七
年
）
後
、
あ
た

か
も
伝
統
格
式
前
例
と
い
う
も
の
か
ら

開
放
さ
れ
た
か
の
ご
と
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
麺
類
が
『
蔭
凉
軒
日
録
』
上
に
現
れ

て
く
る
の
で
あ
る
。

点
心
か
ら
は
集
香
湯

し
ゅ
う
こ
う
と
う

が
は
ず
さ
れ
、

羹
あ
つ
も
のも
除
か
れ
、
中
国
禅
林
色
は
一
掃

さ
れ
て
日
本
的
で
今
日
的
な
膳
組
に
変

容
す
る
の
で
あ
る
。

一
四
八
六
年
（
文
明
十
八
）
正
月
十
九
日
条

「
御
点
心
　
饅
頭

麺

再
進
両
度

菓
子
五
種
　
茶
如
恒
」

一
四
八
七
年
（
文
明
十
九
）
正
月
二
十
四
日
条

「
御
点
心
　
饅
頭
、
麺
、
御
前
各
五

枚
積
也
。
再
進
各
両
度
、
先
汁
後
麺
」

一
四
八
七
年
（
文
明
十
九
）
七
月
二
十
三
日
条

「
点
心
　
饅
頭
、
索
麺
、
再
進
両
二

度
　
先
汁
後
麺
、
茶
、
菓
子
」

一
四
八
八
年
（
長
享
二
）
二
月
十
三
日
条

「
御
点
心
　
饅
麺
茶
菓
如
恒
」

と
あ
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
簡
略
化
さ

れ
て
い
る
。

簡
略
化
さ
れ
た
代
わ
り
に
、「
再
進
」

と
あ
る
よ
う
に
、
索
麺
が
何
度
も
追
加

さ
れ
、
あ
る
い
は
何
枚
も
積
み
重
ね
て

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

饅
頭
を
除
け
ば
、
今
日
の
麺
の
食
べ

方
に
通
じ
る
様
式
に
変
化
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
大
き
な
変
化
を
見
せ
る
の
が

斎
膳
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
だ
が
、

『蔭凉軒日録』の中表紙と本文（英徳社内史籍刊行会、1953年）



禁
断
の
酒
が
付
き
、
盛
ん
に
飲
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
。

一
四
八
六
年
（
文
明
十
八
）
七
月
十
四
日
条

「
冷
麺
如
恒
、
先
規
無
酒
」

「
斎
」
に
酒
が
出
さ
れ
て
い
る
。
前

例
に
な
い
こ
と
だ
と
反
省
し
な
が
ら

も
、
こ
ん
な
情
況
が
現
出
す
る
。

一
四
八
六
年
（
文
明
十
八
）
十
二
月
二
十
日
条

「
勤
行
中
者
一
向
可
禁
酒
。
愚
云
。

尤
可
然
。
堅
御
禁
法
為
宗
門
大
幸
也

云
々
」

勤
行
中
は
酒
を
禁
ず
る
。
蔭
凉
軒
軒

主
が
命
じ
る
ほ
ど
に
酒
が
飲
ま
れ
て
い

る
。
反
省
は
す
る
の
だ
が
飲
酒
は
止
ま

ら
な
い
。

一
四
八
七
年
（
文
明
十
九
）
七
月
十
四
日
条

「
冷
麺
并

般
若
湯
二
献
、
先
規
無
之
」

一
四
八
九
年
（
延
徳
元
）
十
二
月
二
日
条

「
有
斎
。
二
汁
六
菜
。
般
若
湯
数
返
。

愚
喫
蕎
麦
便
々
二
菓
。
茶
了
帰
」

般
若
湯
と
は
、
酒
の
隠
語
で
あ
る
。

禁
酒
せ
よ
と
い
う
軒
主
自
ら
が
蕎
麦
を

肴
に
酒
を
飲
ん
で
い
る
の
だ
。
こ
う
し

た
情
況
を
知
り
朝
廷
が
動
い
た
。

一
四
九
二
年
（
延
徳
四
）
三
月
七
日
条

「
近
年
京
中
禅
院
諸
件
　
一
、
倹
約
、

点
心
一一
麺
一
羹
茶
子
并

菓
子
各
三

種
、
菜
六
或
五
、
追
善
汁
菜
共
三
種

細
飯
一
切
止
之
。
二
、
大
小
院
不
許

酒
入
門
中
。
右
件
々
皆
依
官
府
命

大
小
院
一
変
而
守
之
」

点
心
は
一
麺
一
羹

い
ち
め
ん
い
っ
か
ん

と
し
、
茶
菓
子
は

三
種
ま
で
、
寺
院
門
中
に
酒
を
持
ち
込

ん
で
は
な
ら
ぬ
、と
い
う
達
し
で
あ
る
。

乱
後
の
文
明
年
間
を
経
て
長
享
年
間

に
入
る
と
、

一
四
八
九
年
（
長
享
三
）
三
月
十
八
日
条

「
斎
無
冷
麺
奇
怪
々
々
」

「
斎
」
に
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

が
付
か
な
い
と
は
奇
怪

な
こ
と
だ
と
蔭
凉
軒
主
が
驚
い
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
麺
類
は
、
形
式
、
定

式
化
し
た
「
点
心
」「
斎
」
か
ら
独
立

し
た
存
在
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
情
況
を
伝
統
格
式
の
崩
壊
と
も
禅
林

の
堕
落
と
も
い
う
が
、
こ
れ
が
麺
類
に

と
っ
て
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

姿
を
見
せ
な
か
っ
た
麺
類
が
、
あ
ふ
れ

る
よ
う
に
『
蔭
凉
軒
日
録
』
上
に
出
て

く
る
の
で
あ
る
。

『
居
家
必
用
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
○
帯

て
っ
た
い

麺め
ん

が
現
れ
、
水
滑
麺

す
い
か
め
ん

が
出
て
く
る
。

一
四
八
八
年
（
長
享
二
）
二
月
一
日
条

「
永
徳
院
春
陽
対
面
、
勝
定
院
桃
源

老
亦
有
宴
。
●
帯
麺
也
」

こ
の
○
帯
麺
（
注
１
）
は
よ
も
ぎ
の
灰あ

汁く

を
入
れ
て
ね
り
、
押
し
広
め
て
幅
広

の
ひ
も
状
に
切
断
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
宴
席
に
こ
れ
が
出
て
い
る
。
江
戸

期
に
は
こ
れ
を
「
ひ
も
か
わ
う
ど
ん
」

と
呼
び
、「
○
革
温
飩
」
と
書
か
れ
て

流
布
す
る
の
で
あ
る
。

一
四
八
八
年
（
長
享
二
）
十
一
月
二
八
日
条

「
功
叔
雪
渓
子
玉
来
。
留
之
有
宴
。

見
調
水
滑
麺
。
盃
三
行
了
各
帰
」

一
四
八
九
年
（
延
徳
元
）
十
二
月
二
十
六
日
条

「
終
一
百
句
、
喫
蕎
麦
酌
竹
葉
。
一

時
小
風
流
也
」

漢
詩
を
詠
み
終
え
て
、
蕎
麦
を
肴
に

酒
を
飲
み
、
風
流
な
も
の
だ
と
感
じ
入
っ

て
い
る
。

麺
類
は
「
点
心
」「
斎
」
か
ら
開
放

さ
れ
て
宴
席
の
酒
の
肴
の
地
位
を
得
て

い
る
の
で
あ
る
。

京
を
は
な
れ
た
堺
の
海
会
寺
住
職
・

季
弘
大
叔

り
こ
う
た
い
し
ゅ
く

は
、
入
麺

に
ゅ
う
め
ん

を
食
し
、
切
麺

き
り
む
ぎ

も
食

し
て
い
る
。

『
蔗
軒

し
ゃ
け
ん

日
録
』

（
一
四
八
六
年
〈
文
明
十
八
〉
一
月
一
日
条
）

「
点
心
、
々
々
者
熟
麺
也
」

「
点
心
」
に
索
麺

そ
う
め
ん

で
は
な
く
入
麺

に
ゅ
う
め
ん

で
あ
る
。

入
麺
と
は
汁
に
索
麺
を
入
れ
て
煮
た

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
つ
け
汁
に
つ
け

て
食
べ
る
索
麺
と
の
食
方
の
違
い
を
見

せ
て
い
る
。

『
蔗
軒
日
録
』

（
一
四
八
六
年
〈
文
明
十
八
〉
五
月
二
十
二
日
条
）

「
晴
。（
中
略
）。
此
日
喫
切
麺
、
心
快

然
」

こ
の
切
麺

き
り
む
ぎ

が
相
国
寺
に
も
姿
を
見
せ
る
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

（
一
四
九
一
年
〈
延
徳
三
〉
六
月
二
十
日
条
）

「
其
息
光
音
喝
食
在
座
頭
。
切
麺
為

肴
。
三
献
了
帰
」

堺
に
住
む
季
弘
大
叔
が
「
入
麺
」
も

「
切
麺
」
も
食
し
て
い
る
。
相
国
寺
記

録
に
な
い
麺
を
季
弘
大
叔
は
、
す
で
に

知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

季
弘
大
叔
は
京
都
の
東
福
寺
に
住
し

て
い
た
こ
と
も
あ
る
。禅
僧
達
は
み
な
、

こ
う
し
た
麺
類
も
調
理
法
も
知
っ
て
い

た
。
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、

『
鹿
苑
日
録
』

（
一
四
八
七
年
〈
長
享
元
〉
十
月
二
九
日
条
）

「
山
上
僧
作
麺
留
予
」

『
鹿
苑
日
録
』

（
一
四
八
八
年
〈
長
享
二
〉
一
月
二
十
三
日
条
）

「
午
後
蔭
凉
来
過
。
作
麺
」

こ
の
よ
う
に
、
山
上
の
僧
侶
が
鹿
苑

院
主
・
景
徐
周
麟

け
い
じ
ょ
し
ゅ
う
り
ん

の
帰
る
の
を
留
め

て
麺
を
作
っ
た
り
、
鹿
苑
院
に
来
た

蔭
凉
軒
主
に
麺
を
作
っ
た
り
も
し
て

い
る
。

了
誉
聖
冏
の
指
摘
し
た
と
お
り
、
禅

僧
達
は
皆
麺
類
を
作
る
こ
と
も
調
理
す

る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

禅
林
で
こ
れ
ほ
ど
日
常
食
と
し
て
普

及
し
て
い
る
麺
類
を
、
禅
林
外
の
人
々

は
ど
の
よ
う
に
し
て
受
け
入
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
。

注
１=

○
帯
麺

て
っ
た
い
め
ん
に
つ
い
て
、
中
国
食
物
史
家
の
篠

田
統
氏
を
は
じ
め
多
数
の
研
究
者
が
、
こ

れ
を
「
○
帯
麺

け
い
た
い
め
ん
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
誤
り
で
あ
る
。
原
本
は
「
○
帯
麺
」
で

あ
る
。
わ
が
国
の
内
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る

『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
と
、
中
国
北
京

図
書
館
所
蔵
本
と
は
同
板
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
○
帯
麺
」
の
誤
り
は
明
瞭
で
あ
る
。



山
科
教
言

や
ま
し
な
の
り
と
き

は
、
そ
の
日
記
『
教
言
卿
記

の
り
と
き
き
ょ
う
き

』

に
、
次
の
よ
う
な
麺
類
記
録
を
残
し
て

い
る
。

一
四
〇
五
年
（
応
永
十
二
）
六
月
三
日
条

「
一
、
内
方
ヨ
リ
ウ
ト
ン
、
酒
賜
之
」

一
四
〇
五
年
（
応
永
十
二
）
六
月
十
九
日
条

「
一
、
源
西
堂
来
臨
、
勧
冷
麺
」

一
四
〇
七
年
（
応
永
十
四
）

三
月
七
日
条

「
一
、（
略
）。
点
心
、
キ

シ
メ
ン
」

一
四
〇
八
年
（
応
永
十
五
）

七
月
十
日
条

「
一
、
今
日
ハ
倉
部
、

庵
主
イ
キ
御
タ
マ
、
麺

以
下
酒
与
之
」

饂
飩
が
あ
り
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

が
あ

り
、
禅
林
記
録
に
な
か
っ

た
キ
シ
メ
ン
も
あ
る
。「
点

心
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
山

科
教
言
が
こ
れ
ら
の
麺
を

禅
林
か
ら
伝
授
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

麺
食
を
模
倣
し
な
が
ら
形

式
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由

に
麺
類
を
食
し
て
い
る
。

キ
シ
メ
ン
は「
碁
子
麺
」

と
書
き
碁
石
の
よ
う
な
麺

で
あ
る
。
竹
筒
の
内
側
を

削
り
、
皮
部
分
を
刃
の
よ

う
に
し
て
三
、
四
本
を
握
っ
て
、
押
し

広
め
た
ド
ウ
（
小
麦
粉
を
練
っ
た
も
の
）

を
丸
く
押
し
抜
い
た
も
の
で
あ
る
。が
、

こ
れ
も
禅
林
か
ら
出
た
麺
で
あ
る
。
禅

林
記
録
に
は
な
い
が
、
禅
僧
達
の
日
常

生
活
で
は
さ
か
ん
に
作
ら
れ
食
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
の
裏
付
け
以
外
の
、

何
物
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

「
イ
キ
御
タ
マ
」
と
は
「
生
御
魂
」
と

書
き
、
日
ご
ろ
世
話
に
な
っ
て
い
る
年

長
者
に
、
お
盆
に
入
る
十
日
前
後
に
お

礼
と
し
て
ご
馳
走
し
た
り
素
麺
を
贈
っ

た
り
す
る
風
習
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の

こ
ろ
か
ら
麺
類
は
風
俗
習
慣
に
ま
で
溶

け
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
一
五
七
四
年
（
天
正
二
）
の
そ

ば
記
録
の
発
見
で
、
そ
ば
切
り
発
祥
地

と
騒
が
れ
た
臨
済
宗
定
勝

じ
ょ
う
し
ょ
う

寺じ

で
あ
る

が
、
そ
の
古
文
書
の
中
に
そ
ば
記
録
よ

り
一
五
〇
年
ほ
ど
前
の
麺
類
記
録
も
残

さ
れ
て
い
る
。

禅
僧
の
記
述
だ
け
に
、
そ
う
め
ん
を

索
麺
と
正
確
に
書
い
て
い
る
。

『
定
勝
寺
文
書
』

（
一
四
二
二
年
〈
応
永

二
十
九
〉
七
月
条
）

「
是
月
、
木
曽
定

勝
寺
僧
正
心
、
同

寺
ノ
（
中
略
）。
百

文

正
月
二
日
点

心
索
麺
代
物
。

二
十
文
　
豆
腐
五

ケ
正
月
菜
」

素
麺
売
り
が
木
曽

の
山
中
に
ま
で
入
り

込
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
定
勝
寺

で
は
蒸
麦

む
し
む
ぎ

も
行
わ
れ

て
い
る
。

『
定
勝
寺
文
書
』

（
一
四
三
八
年
〈
永
享
十
〉

二
月
一
日
条
）

「
是
月
、
木
曽
定
勝
寺
住
持
正
心
、

同
寺
領
並
ニ
ソ
ノ
常
什
物
ノ
校
割
ヲ

注
ス
。
一
、
麦
麺
●
子
六
重
　
同

大
小
中
蓋
二
ケ
三
具
ア
リ
」

住
持
の
正
心
が
、
蒸
麺

む
し
む
ぎ

に
使
う

甑
器
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

宮
中
に
も
麺
類
は
浸
透
し
て
い
る
。

宮
中
の
女
房
言
葉
は
隠
語
が
多
く
て
当

時
の
人
々
も
閉
口
し
た
よ
う
で
、
解
説

書
と
も
言
う
べ
き
『
大
上
○
御
名
之
事

だ
い
じ
ょ
う
ろ
う
お
ん
な
の
こ
と

』

（
一
四
五
〇
年
〈
宝
徳
二
〉）
に
、
麺
類
の
女

房
言
葉
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

禅
林
か
ら
発
進
す
る
麺
類

そば切り（蕎麦切）が天正期には庶民にも食べられていた新史料発見を伝える新聞記事（平成4年〈1992〉12月13日刊
信濃毎日新聞社提供）

●の見出し文字は、黒い背景に白抜き文字で､糸偏に「至」の字､もしくは「●」の字にも読める。しかし文中の黒い
文字●では、明らかに糸偏に「至」の文字（●帯）として読むことができる。
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「
そ
ば

あ
を
い

そ
ば
の
か
ゆ

う
す
ゞ
み

さ
う
め
ん

ぞ
ろ

ひ
や
む
ぎ

つ
め
た
い
ぞ
ろ

き
り
む
ぎ

き
り
ぞ
ろ
」

「
そ
ば
の
か
ゆ
」
と
は
「
そ
ば
が
き
」

で
は
な
く
、
も
っ
と
ゆ
る
く
、
ず
る
ず

る
と
飲
め
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
蕎

麦
が
あ
り
、
索
麺

そ
う
め
ん

、
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

、
切
麺

き
り
む
ぎ

が
あ

る
。
ど
う
し
た
こ
と
か
、
饂
飩

う
ど
ん

が
な
い

だ
け
で
、
麺
類
は
宮
中
に
も
普
及
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

宮
中
に
対
し
、
庶
民
と
密
接
な
か
か

わ
り
を
持
つ
山
科
家
の
領
地
で
あ
る
山

科
郷
の
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
山
科
家
礼
記

や
ま
し
な
け
ら
い
き

』
の
一
四
六
三
年
（
寛
正

四
）
の
記
述
か
ら
麺
類
記
録
を
並
べ
て

み
る
。
こ
れ
を
一
覧
す
れ
ば
、
説
明
す

る
ま
で
も
な
く
粉
食
が
し
っ
か
り
と
庶

民
生
活
の
中
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
月
四
日
条

「
一
、
庵
主
を
こ
な
た
へ
よ
び
申
候
、

む
し
む
き
、
さ
け
ち
ゃ
の
こ
、
あ
ふ

き
一
本
三
本
也
、
小
か
み
十
帖
進
上
」

四
月
十
四
日
条
　

「
一
、
ま
ん
ち
う
五
十
出
候
、
十
五

御
所
へ
ま
い
る
。

一
、御
所
は
う
ち
ま
つ
り
代
三
百
文
、

米
一
斗
五
升
出
候
、
そ
は
ま
い
る
」

五
月
二
十
五
日
条

「
一
、
河
内
よ
り
む
き
の
こ
袋
二
上
候
」

六
月
十
二
日
条

「
一
、
河
内
よ
り
麦
二
駄
上
候
」

六
月
十
五
日
条

「
一
、
う
と
ん
に
て
く
す
し
僧
、
敞

待
者
も
て
な
す
也
」

七
月
五
日
条

「
一
、
か
わ
ち
の
か
わ
り
上
候
、
さ

う
め
ん
折
上
候
」

七
月
六
日
条

「
一
、
さ
う
め
ん
屋
よ
り
さ
う
め
ん
出

候
、
百
文
計
候
也
」

七
月
九
日
条

「
一
、
う
と
ん
の
こ
、
あ
ん
ら
く
寺

よ
り
か
り
候
、
に
ん
そ
く
ニ
下
候
」

七
月
十
日
条

「
一
、
そ
ば
上
候
、
道
き
ん
、
え
も
ん
、

さ
え
も
ん
、
一
か
御
所
へ
ま
い
る
」

九
月
十
五
日
条

「
一
、
く
わ
し
ょ
う
し
下
、
庵
主
そ

は
を
か
ら
れ
候
」

十
月
二
十
二
日
条

「
一
、
本
所
へ
北
殿
、
御
庵
皆
々
御

出
、
天
心
に
て
さ
け
あ
り
」

十
一
月
七
日
条

「
一
、（
略
）。
本
所
よ
り
御
出
候
、
折

二
合
、
柳
一
か
、
う
と
ん
、
さ
か
な
、

二
こ
ん
に
て
さ
け
（
後
略
）」

蒸
麦
が
あ
り
、
饅
頭
が
作
ら
れ
御
所

へ
も
供
御
と
し
て
運
ば
れ
て
い
る
。
小

麦
粉
を
「
う
ど
ん
こ
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
饂

飩
が
盛
ん
に
食
さ
れ
て
い
る
。

所
領
の
河
内
か
ら
は
人
夫
の
交
代
用

人
が
素
麺
を
土
産
に
持
参
し
、
蕎
麦
の

実
が
御
所
へ
も
運
ば
れ
て
い
る
。
山
科

郷
で
は
粉
食
（
麺
類
）
は
、
し
っ
か
り

と
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
応
仁
の
乱
の
最
中
に
も
、

『
山
科
家
礼
記

や
ま
し
な
け
ら
い
き

』
に
麺
類
記
録
は
絶
え

な
い
。

一
四
六
八
年
（
応
仁
二
）
二
月
十
九
日
条

「
一
、
予
越
州
同
道
、
慈
尊
院
ニ
テ

御
酒
在
之
、
引
出
物
扇
一
本
、
報
恩

院
ニ
テ
入
ム
キ
酒
色
々
ア
リ
」

と
、
索
麺
を
煮
た
も
の
を
禅
林
で
は

入
麺
と
書
く
が
、
こ
れ
を
「
入
ム
キ
」

と
書
い
て
い
る
。

一
四
六
八
年
（
応
仁
二
）
二
月
二
十
九
日
条

「
一
、
ヒ
ヤ
シ
ル
在
之
、
昼
折
酒
、

水
花
メ
ン
ム
キ
御
肴
色
々
大
御
酒
也
」

『
居
家
必
用
』に
記
載
さ
れ
る「
水
滑
麺

す
い
か
め
ん

」

が
「
水
花
メ
ン
ム
キ
」
と
当
て
字
さ
れ
、

必
要
の
な
い
「
麦
」
ま
で
つ
け
て
食
さ

れ
て
い
る
。

「
そ
ば
が
き
」
も
登
場
し
て
い
る
。

一
四
六
八
年
（
応
仁
二
）
三
月
八
日
条

「
一
、
宿
兵
衛
、
予
、
将
監
方
そ
は

か
ゆ
も
ち
い
沙
汰
也
」

大
沢
久
守
は
、
こ
の
こ
ろ
流
行
の
会

席
に
饂
飩
と
酒
を
出
し
て
代
金
を
受
け

取
り
、
商
売
に
も
し
て
い
る
。

一
四
七
一
年
（
文
明
三
）
十
一
月
二
十
七
日
条

「
一
、
今
夜
江
州
宮
●
う
と
ん
さ
け

沙
汰
也
、
代
六
百
五
十
文
入
也
」

一
四
七
二
年
（
文
明
四
）
一
月
二
十
三
日
条

「
一
、
御
坊
の
御
人
数
南
殿
ま
て
う

と
ん
に
て
さ
か
な
に
て
酒
を
ま
い
ら

せ
候
、
う
と
ん
六
百
文
」

日
常
生
活
で
は
、
や
は
り
饂
飩
が
圧

倒
的
な
人
気
で
あ
る
。

そ
し
て
『
山
科
家
礼
記
』
に
、
初
め

て
「
切
麺

き
り
む
ぎ

」
も
出
て
く
る
。

一
四
八
〇
年
（
文
明
十
二
）
六
月
二
日
条

「
一
、
坊
母
方
へ
よ
ひ
候
て
き
り
む

き
候
也
。本
所
へ
も
ま
い
ら
せ
候
也
」

一
四
八
〇
年
（
文
明
十
二
）
七
月
七
日
条

「
一
、
今
朝
ゆ
か
け
に
て
か
ち
の
は

に
、
和
歌
如
例
七
首
、
北
向
さ
う
め

ん
七
す
ち
、
か
ち
の
か
わ
に
て
ま
く

あ
け
よ
う
如
例
、
ひ
る
ゆ
を
た
く
、

各
ひ
や
む
き
、
さ
け
、
今
日
三
郎
兵

衛
し
ん
る
い
の
せ
ち
と
て
、
あ
さ

い
ゝ
、
は
ん
け
い
き
り
む
き
、
さ
け

く
れ
候
也
」

七
夕
の
節
句
に
、久
守
の
み
な
ら
ず
、

親
類
の
三
郎
兵
衛
も
「
き
り
む
ぎ
」
を

作
り
、
こ
れ
を
久
守
の
家
に
届
け
て
い

る
。
久
守
は
昼
に
ひ
や
む
ぎ
を
食
べ
、

晩
に
は
き
り
む
ぎ
を
食
べ
、
麺
類
漬
け

の
一
日
で
あ
る
。

一
四
八
〇
年
（
文
明
十
二
）
七
月
十
七
日
条

「
一
、
西
林
院
●
壱
、
く
ろ
し
ほ
（
黒

絞
り
の
油
か
）
、
そ
は
せ
ん
そ
う
出
、

一
ほ
ん
持
行
、
干
飯
後
う
と
ん
、
す

い
せ
ん
酒
也
」（
カ
ッ
コ
内
引
用
者
）

西
林
院
に
酒
と
油
、
そ
し
て
禅
僧
が

作
っ
て
く
れ
た
蕎
麦
を
一
盆
持
っ
て
行



き
、
干
飯
の
後
に
饂
飩
、
葛
切
を
肴
に

酒
を
飲
ん
だ
と
い
う
。

一
四
八
〇
年
（
文
明
十
二
）
七
月
二
十
三
日
条

「
一
、
西
林
庵
た
る
壱
、
そ
は
一
い

か
き
給
候
也
、
各
よ
い
て
賞
玩
也
」

西
林
庵
で
酒
と
ざ
る
に
盛
ら
れ
た
蕎

麦
を
い
た
だ
き
皆
酔
い
賞
玩
し
た
、
と

あ
る
。
こ
の
「
い
か
き
」
と
は
関
西
で
は

「
ざ
る
」
の
こ
と
で
、
今
日
流
に
い
え
ば

「
ざ
る
蕎
麦
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

応
仁
の
乱
の
さ
な
か
に
、『
山
科
家

礼
記
』
に
現
れ
た
餅
麺
類
は
、
饅
頭
、

饂
飩
、
索
麺

そ
う
め
ん

、
水
滑
麺

す
い
か
め
ん

、
切
麺

き
り
む
ぎ

、
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

、

蕎
麦
、
そ
ば
が
き
で
あ
る
。
今
日
の
麺

類
の
元
と
な
る
も
の
が
山
科
郷
に
は
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に

庶
民
へ
と
麺
類
が
伝
え
ら
れ
る
際
に
、

「
点
心
」
を
「
天
心
」
と
書
き
誤
り
、

「
水
滑
麺
」
を
「
水
花
メ
ン
ム
キ
」
な
ど

と
間
違
え
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
る
。
こ
う
し
た
誤
解
、
誤
伝
が
起
こ

る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
今
日
、
江
戸
期
の
麺
類
を
解
説

す
る
者
が
混
乱
す
る
の
は
、
こ
う
し
た

誤
解
、誤
伝
に
気
付
か
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

油
混
入
法
に
よ
る
索
麺

そ
う
め
ん

は
油
を
抜

く
た
め
に
必
ず
乾
燥
を
伴
う
の
だ
が
、

も
う
一
つ
の
製
法
で
あ
る
油
不
入
法

に
よ
る
索
麺
は
乾
麺
に
し
て
も
よ
し
、

生
麺

な
ま
め
ん

と
し
て
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
食
用

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

二
つ
の
麺
の
違
い
は
、
そ
の
太
さ
に

あ
る
。

油
を
入
れ
ず
に
引
き
伸
ば
す
と
水
分

蒸
発
が
早
く
、油
を
入
れ
た
も
の
よ
り
太

い
段
階
で
切
れ
る
。そ
の
直
前
に
引
き
伸

ば
し
を
止
め
た
も
の
を
禅
僧
達
は
「
ひ

や
む
ぎ
」
と
よ
び
「
冷
麺
」
と
書
い
た
。

冷
麺

ひ
や
む
ぎ

よ
り
さ
ら
に
太
い
段
階
で
引
き

伸
ば
し
を
止
め
た
も
の
を
、「
饂
飩
」

と
書
き
「
う
ど
ん
」
と
よ
ん
だ
。
禅
僧

に
よ
る
造
字
、
造
名
で
あ
る
。

饂
飩
は
温
か
く
し
て
食
す
る
の
に
対

し
、
冷
麺
は
暑
い
夏
に
向
か
っ
て
冷
た

く
し
て
食
用
す
る
意
図
で
作
ら
れ
、
命

名
さ
れ
た
好
対
照
の
二
麺
な
の
で
あ

る
。
禅
僧
が
考
案
し
た
両
文
字
は
的
確

に
そ
の
意
図
を
示
し
て
い
る
。
と
も
に

製
麺
後
す
ぐ
に
食
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
た
。

と
こ
ろ
が
禅
林
で
「
ひ
や
む
ぎ
」
と

よ
び
「
冷
麺
」
と
書
い
た
の
も
禅
林
内

で
の
こ
と
で
、
町
方
の
索
麺
師
達
の
関

知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

本
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
回
目
の
文
中
に

『
七
十
一
番
歌
合

し
ち
じ
ゅ
う
い
ち
ば
ん
う
た
あ
わ
せ

』
の
索
麺
売
り
の
姿

の
図
を
挿
入
し
た
が
、こ
の
絵
の
上
に
、

こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

「
索
麺
う
り
　
こ
れ
ハ
ふ
と
　
ざ
う

め
む
に
し
　
た
る
」

索
麺
売
が
、「
ふ
と
ざ
う
め
む
」
と

よ
ぶ
も
の
が
「
油
不
入
索
麺
」、
禅
林

で
い
う
「
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

」
な
の
で
あ
る
。

町
方
で
は
油
を
入
れ
ず
に
作
る
素
麺

を
「
太
素
麺
」
と
よ
び
、
油
入
り
の
素
麺

を
「
細
素
麺
」
と
も
よ
び
、
両
素
麺
を
区

別
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
索
麺
と
い
う

同
一
の
呼
び
名
の
も
と
に
、
異
質
な
二
麺

が
町
方
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
商
品
と
し
て
販
売
す
る
に
は

乾
燥
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
太

い
饂
飩

う
ど
ん

を
乾
麺
に
す
る
と
茹ゆ

だ
ら
な

い
。
後
に
こ
れ
を
麺
棒
で
平
た
く
押
し

広
め
て
薄
く
す
る
工
夫
を
し
て
流
通
食

品
と
す
る
の
だ
が
、禅
林
は
も
と
よ
り
、

自
家
製
の
饂
飩
、
冷
麺
は
乾
燥
さ
せ
ず

生
麺

な
ま
め
ん

で
食
す
る
つ
ど
製
麺
す
る
の
が
原

則
で
あ
っ
た
。

油
混
入
法
で
作
ら
れ
る
索
麺
は
、
後

に
、
塩
を
入
れ
る
工
夫
が
な
さ
れ
る
以

外
に
そ
の
製
法
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
今
日
に
至
る
の
だ
が
、
油
不
入
法
で

作
ら
れ
る
饂
飩

う
ど
ん

と
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

は
、
よ
り
簡
便

な
製
麺
法
、
す
な
わ
ち
切
断
法
に
よ
る

類
似
麺
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。

名
前
は
冷
麺

ひ
や
む
ぎ

で
あ
り
な
が
ら
引
き
伸

ば
し
で
は
な
く
、
切
断
さ
れ
た
冷
麺
と

な
る
。
饂
飩

う
ど
ん

も
し
か
り
。
饂
飩
に
似
せ

た
切
麺

き
り
む
ぎ

に
、「
饂
飩
」
と
い
う
名
も
取

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
変

化
に
気
付
か
ず
に
い
る
と
、
饂
飩

う
ど
ん

、

冷
麺

ひ
や
む
ぎ

、
切
麺

き
り
む
ぎ

の
歴
史
論
は
魑
魅
魍
魎

ち
み
も
う
り
ょ
う

の

世
界
と
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
下
で

出
て
く
る
文
献
記
録
を
、
合
理
的
に
説

明
し
か
ね
る
こ
と
と
な
る
。
ま
さ
に
麺

類
史
論
の
正
誤
の
別
れ
道
と
な
る
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

索
麺
と
同
類
異
質
な
冷
麺
、
饂
飩

※
資
料
引
用
文
中
の
太
文
字
は
引
用
者
の
指
示

に
よ
る
も
の
で
、参
考
文
献
の
原
文
に
は
な
い
。

【『
フ
ー
ド
カ
ル
チ
ャ
ー
　
第
十
九
・
二
十
合
併
号
』
参
考
文
献
】

・『
日
本
め
ん
食
文
化
の
一
三
〇
〇
年
』（
奥
村
彪
生
著
、
農
文
協
、

二
〇
〇
九
年
）

・『
つ
る
つ
る
物
語
＿
日
本
麺
類
誕
生
記
』（
伊
藤
汎
著
、
築
地
書
館
、

一
九
八
九
年
）

・『
●
園
執
行
日
記
』（
●
園
社
執
行
法
印
顕
詮
他
筆
録
、『
八
坂
神
社

記
録
上
巻
』、
大
正
十
二
年
）

・『
東
山
御
文
庫
記
録
甲
六
十
八
』（『
国
史
大
辞
典
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
〇
年
）

・『
山
科
家
礼
記
』（
大
沢
久
守
・
重
胤
他
筆
録
、『
山
科
家
礼
記
第
三
』、

群
書
類
従
完
成
会
版
、
二
〇
〇
三
年
）

・『
蔭
凉
軒
日
録
』（
李
瓊
真
蘂
・
亀
泉
集
証
筆
録
、
英
徳
社
内
史
籍

刊
行
会
版
、
一
九
五
三
年
）

・『
鹿
苑
日
録
』（
景
徐
周
鱗
他
筆
録
、
横
川
景
三
編
、
東
大
史
料

編
纂
所
、
一
九
三
四
〜
七
年
）

・『
和
漢
三
才
圖
會
』（
寺
島
良
安
著
、
島
田
勇
雄
他
訳
注
、
平
凡
社
、

一
九
八
五
〜
九
一
年
）

・『
蔗
軒
日
録
』（
李
弘
大
叔
著
、
英
徳
社
内
史
籍
刊
行
会
版
、
一
九
五
三
年
）

・『
宣
教
●
記
』（
中
御
門
宣
教
著
、『
素
麺
史
料
集
』、
朧
谷
寿
・
五
島

邦
治
編
、
三
輪
そ
う
め
ん
山
本
昭
和
60
年
）

・『
教
言
●
記
』（
山
科
教
言
著
、
小
森
正
明
校
訂
、
史
料
纂
集
古
記
録

編
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）

・『
大
桑
村
の
歴
史
と
民
話
』（
志
波
英
夫
著
、
山
下
生
六
編
、
地
名
研

究
会
、
一
九
七
八
年
）

・『
一
休
』（
武
田
鏡
村
著
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
）

・『
大
上
○
御
名
之
事
』（『
古
事
類
苑
飲
食
部（
六
）（
七
）』、
神
宮

司
庁
蔵
版
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
九
年
）

・『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
61
』、
岩
崎

佳
枝
他
編
、
岩
崎
書
店
、
一
九
九
三
年
）

・『
飲
食
事
典
』（
本
山
荻
舟
著
、
平
凡
社
、
昭
和
三
十
三
年
）

・『
日
用
三
昧
』（『
続
群
書
類
従
第
一
巻
＿
鹿
苑
日
録
』
景
徐
周
鱗
著
、

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
一
年
刊
）

・『
日
次
記
』（『
続
群
書
類
従
第
三
巻
＿
鹿
苑
日
録
』
有
節
瑞
保
著
、

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
一
年
刊
）

・『
条
々
聞
書
貞
丈
抄
』（『
続
々
群
書
類
従
第
七
』、
国
書
刊
行
会
、一
九
八
四
年
）

・『
大
日
本
古
記
録
梅
津
政
景
日
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
昭
和

二
十
八
年)

・『
隔
●
記
』（
鳳
林
承
章
著
、
赤
松
俊
秀
校
註
、
鹿
苑
寺
刊
、
昭
和

三
十
三
年
）

・『
茶
道
古
典
全
集
松
屋
会
記
』（
千
宗
室
著
、
淡
交
新
社
、
一
九
五
七
年
）

・『
日
葡
辞
書
』（
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
〇
年
刊
）

・『
書
言
字
考
節
用
集
享
保
二
年
版
』（
前
田
書
店
出
版
部
、
昭
和
五
〇
年
刊
）

・『
長
野
郷
土
史
研
究
会
機
関
誌
長
野
』（
第
一
六
七
号
「
信
州
そ
ば
史
雑
考
」

関
保
男
著
、
第
一
六
八
号
「
天
正
二
年
の
ソ
バ
キ
リ
の
記
事
」
小
林
計
一
郎
著
）




